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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。ヒストンは、真核生物の染色体繊維のヌクレオソーム構造を担う基本的な核タンパク質です。ヌクレオソームは、4つのコアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）がそれぞれ対になって構成されるヒストン八量体に巻き付いた約146bpのDNAで構成されています。クロマチン繊維は、リンカーヒストンH1とヌクレオソーム間のDNAとの相互作用によってさらに凝縮され、高次のクロマチン構造を形成します。この遺伝子はイントロンを持たず、ヒストンH2Bファミリーに属する複製依存性ヒストンをコードしています。この遺伝子は、染色体6p22-p21.3の大きなヒストン遺伝子クラスターに存在し、同じタンパク質をコードする2つの転写産物が同定されています。[RefSeq提供、2015年8月]
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	K562細胞ライセートのウェスタンブロット解析（Histone H2B Rabbit mAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

